
大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） 構想概要  
立命館大学 

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 
 国際PBLによるイノベータ育成プログラム 
【プログラムの目的・養成する人材像】 
 AIMS参加大学との間で学士課程での連携を進展させ、思考ミックスの能力を備えた学生を養成する。         
【構想の概要】 
 立命館大学およびプログラムに参加する各大学がオンデマンド講義（Video on Demand）、サテライト講義（TV会議）の形   
 式で、課題領域に沿った講義を提供する取組みである。 

・ UMAPのUCTSを通じた成績管理と単位互換 
  既存の交換留学に関する単位互換の蓄積をもとにUMAPのUCTSを通じて成績管理や単位互換を拡大する。 
 

■ 外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備 
① 受入 
 ・ 英語教材を使用しての教養教育、専門教育の開設 
 ・ 全学横断カリキュラムとしての日本事情科目の開講 
 ・ 専門スタッフによる履修、生活相談 
 ・ 英語でのカウンセリング 
 ・ 学生団体による生活支援、日本人学生との交流企画 
 
 
 
② 派遣 
  ・ 日本人の派遣を奨励するための奨学金の交付 
  ・ 留学中は、CAMPUS WEBによる大学関連の情報を提供 
 ・ 派遣先大学での相談窓口の設置（現地コーディネーターの雇用）  

  ・ 質保証のためのガイドライン策定 
   「学部教学改革ガイドライン」を策定し、英語開講科目の受講教室環境、年間登録上限単位の引き下げ、科目の精選、シラバス  
   事前点検による透明性の確保を担保している。 
 

■ 交流プログラムの質の保証 

■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ 

■ 交流プログラムの内容 
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国家、国際機関、メディア、企業の動き
のシミュレーション） 

事前英語講座 英語での受講 

事前現地語研修 現地語の習得 

異文化の理解 

日本人学生との交流 
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学生の派遣 - - - - - - - 13 12 - - - - 16 14 - - - - 19 16 - - - - 19 16 - - - 

学生の受入 - - 25 30 35 
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